
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,9992 3,9636 -0,0356 3,9608 +0,0028

対円 JPY 30,28 30,53 +0,25 30,38 +0,15

対ユーロ BRL 4,3305 4,3177 -0,0128 4,3006 +0,0171

対ドル JPY 121,14 120,99 -0,1500 120,55 +0,4400

対ユーロ JPY 131,21 131,74 +0,53 131,10 +0,64

Index 40.406 40.570 +164 43.350 -2.780

bps 473,4 473,2 -0,2 493,3 -20,1

% 16,19 15,94 -0,25 16,51 -0,57

% 14,71 14,56 -0,15 16,13 -1,57

% 0,613 0,613 +0,000 0,613 +0,000

Index 166,8 163,5 -3,3 176,1 -12,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

レアル

円

　　マーケットサマリー

Bovespa（ブラジル株価指数）

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）

Brazil 10yrs Gov. Bond

　　マーケットデータ

DI Future Apr17（金利先物）

3 Months US Dollar Libor

CRB Index（国際商品指数）

2016年2月2日

2月1日 1月1日

2016年2月2日

Unit 1月29日Indicator

Sumitomo Mitsui Banking Corporation Brazil    DAILY MARKET REPORT

2,40
2,60
2,80
3,00
3,20
3,40
3,60
3,80
4,00
4,20

ドルレアルスポットチャート

28
30
32
34
36
38
40
42
44
46
48

レアル円スポットチャート

Treasury Department

昨日のドルレアルスポット相場は、弱めの米経済指標を受けて全般的にドル安レアル高優勢の動きと

なりました。米供給管理協会が発表した１月ＩＳＭ製造業景気指数は４８．２と市場予想を下回り、４ヶ月連続

で拡大・縮小の均衡とされる５０を下回ったため、全般的にドル売りが優勢の展開となり、先週末終値水準の

１ドル＝３．９９レアル台後半から３．９７台後半へドル安レアル高となりました。その後も市場全般にドル売り

の流れが続いたため、結局３．９６台半ばで取引を終えています。

先週１月２９日にブラジル中央銀行から発表された２０１５年の財政収支赤字は、６，１３０億レアルと過去

最悪水準に達しました。対ＧＤＰ比率も１０．３４％となり、第一次ルセフ政権が始まった２０１１年対比およそ

４．２倍に膨れ上がっています。政府は、今年の基礎的財政収支を小幅黒字に改善させる目標を立てて

いますが、財政再建に積極的だった財務相の更迭や一向に減らない歳出を勘案すると今年も目標達成

は厳しいと言わざるを得ません。そのような状況を受けてか政権の経済チームは、早くも利下げを要請

しています。昨年のインフレは目標上限６．５％を大幅に上回る１０．６７％となったにもかかわらず、この

ような要請が飛び出すこと自体、現在の政権混迷を象徴していると言えます。現状のような政権運営が続く

限り、投資家がブラジルを避けることはあっても見直す機運は盛り上がりそうにありません。


